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★★
★

国語＋5.0
算数＋5.0

60

80

　
80

━

国63

算65

90

━

79

81

113

━

C
B

A

国42
算46

国65

算61

86

70
77

81

76

108

C
C

B
C

A

自分の命は自分
で守る児童の育
成

90

100

89

87

99

87

B

B

100

100

111

100

A

A

★★

礼儀正しく感謝の
心をもつ児童の
育成

90

90

92

97.6

102

108

A

A

94

94

104

104

　A

　A

★

基本的生活習慣
の確立

70 77 110 A 71 101 A

働
き
方
改
革

児童生徒と向き
合う時間の確保

85

85

86

93

101

109

A

A

100

93

118

109

A

A

・和庄中学校区授業モデルに
基づき，ふり返りの視点と文型
を提示する。
・授業の中で習熟の時間を確
保するために，単元や授業の
流れを示す。
・整理・分析場面で，思考ツー
ルを活用し，児童が考えたくな
る授業づくりをする。〈ＩＣＴの効
果的な活用〉

2.5 2.4 96 B

令和7年　1月　8日

令和　6　年度　　評価計画及び自己評価

和庄中学校区　校番13 　学校名　呉市立和庄小学校　

a　学校教育目標
夢を持ち　自ら学ぶ

～気づき・考え・実行する～
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
確かな力と社会性を身に付け，地域を愛し，未来を創造しようとする児童・
生徒の育成

〈ビジョン〉（将来の学校像）
９年間を通して，夢を持ち自ら学ぶ児童・生徒を育成することにより，児童
生徒・保護者・地域から信頼される学校

c　中期経営目標を踏
まえた現状（進捗状
況）と今年度の重点

現状（成果○と課題●）
○小中一貫教育の推進により，中学校区の共通経営理念に基づいた研究・教育活動が行われている。
○「和庄中学校区授業モデル」に基づいた教科等の本質に迫る「考える授業」づくりに向け，中学校区で授業改善を進めることができてい
る。
○和庄中学校区「自主的・主体的な行動ができる児童・生徒を育てるカリキュラムマップ」を作成し，課題発見・解決学習に取り組んでい
る。〈防災教育〉
●学力の個人差・学年差が大きく基礎基本，活用力の定着に課題がある。
●目的や場面に応じて自分の考えを表現することが難しい。
●自主的・主体的に行動できる児童・生徒が少ない。（「自立」）
（今年度の重点）
①育成すべき資質・能力の重点を「思考力・主体性」とし，主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の推進。（子供の問いを生かした
「考える授業づくり」）・・・ＩCTの効果的活用・思考ツールの活用・個別最適な学び
②防災教育の深化のために，地域の特色を生かしたカリキュラムマップの実践を行う。（家庭を巻き込んだ防災教育）
③和庄中学校区スピリットに基づく児童・生徒の育成を目指し，9年間を見通した組織的な生徒指導を行う。
④健康増進・体力の向上に向け，家庭連携による基本的生活習慣の定着を図る。〈早寝・早起き・朝ごはん・メディアコントロール）(小学校）

育成を目指す資質・能力 知識・技能　　　思考力・判断力・表現力　　　主体性・積極性

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

上半期 下半期

　学力の向上

重点
d 中期（３年間）

経営目標
e 短期（今年度）

経営目標
f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目標値

主体的・対話的で
深い学びにつな
がる思考力・判断
力の育成

・授業評価票2.5（和庄
中学校区目標値・３段
階評価のうち）

・生活科，総合的な学習の時
間において，他教科等と関連
を図りながら，カリキュラムマッ
プに基づく授業実践を行う。
・避難訓練，防災訓練の充実
を図る。

・自分が住む地域に起こり
やすい災害について理解し
ている児童の割合
・「災害時に避難する場所
や避難の仕方について理
解している児童の割合

・「全国学力・学習状況
調査」において全国平
均値との差
・標準学力調査全国平
均を上回る児童の割合
・国語・算数単元末テス
ト平均80点以上の児童
・思考ツールで考えるこ
とができると思う児童の
割合

確
か
な
学
力

豊
か
な
心

和庄中学校区ス
ピリットに基づく児
童（生徒）の育成

90

85

91

91

101

107

・週予定の打合せを充実させ，
教職員一人一人がスケジュー
ル管理を確実に行う。

・児童と向き合う時間が
確保されていると感じる
教職員の割合
・日々の業務の中で充
実感を得られていると
感じる教職員の割合

教職員の主体性・積極
性が発揮できる教育
環境の整備

粘り強くやり抜く
児童の育成

・学期ごとに個人のめあてを立
て，短期・長期で振り返りをさ
せる。
・和庄中学校区スピリットに基
づく児童の姿を評価する場を
設定する。（和み賞）（あいさつ
名人）

・肯定的評価の児童の
割合（ロイロアンケート）

・自分にはよいところが
あると思っている児童の
割合（ロイロアンケート）

健康促進・体力の
向上

体力・運動能力の
向上

・体育科の授業改善，充実を
図る。
（くれチャレンジマッチスタジア
ムへの参加，授業はじめの５
分でサーキット，コオーディ
ネーション運動を取り入れる。）

・５０ｍ走・ソフトボール
投げ・握力の記録が県
平均を上回る学年の割
合
・11月の記録が６月の
記録を上回る学年の割
合

A

A

・年間生活目標（返事・挨拶・
靴そろえ）を定着させるため，
年間を通して取り組む。ふりか
えりを行い，次の月の生活目
標につなげる。

・肯定的評価の児童の
割合
・肯定的評価の教師の
割合

B健
や
か
な
体

・「元気っ子週間（早寝・早起
き・朝ごはん＋メディアコント
ロール）を実施し，望ましい生
活リズムの定着を図る。

・21時以降アウトメディ
ア達成ができた児童の
割合

65

80

42

-

65

-

C

-
69 86

A

A

95

92

106

　

108

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－２

貫

貫

貫

貫

貫

+4.3 ９９ B
+5.6   101     A

― ― ―


